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1 日本において韓国の人類学的な研究が再開されたのは 1960 年代末～70 年代初頭だが、同時
期は、韓国においても本格的な調査研究が始められた時期であり、また欧米、特にアメリカの
人類学者の研究も活発化した時期である。そのころの代表的な研究としては、金宅圭 1964, 李
光奎 1975, 中根千枝編 1973, V. Brandt 1971, R. L. Janelli & D. Y. Janelli 1982 などがあげ
られる。 
2 2007 年 10 月に開催された韓国・朝鮮文化研究会第 8 回研究大会のシンポジウムは「移動と
いう視座 － 空間・場所・地域をめぐって」をテーマに掲げた。 
3 16 世紀というのは、17 世紀末の戸籍に記録された祖先の系譜によって遡ることのできる時
間的上限である。 
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は、1681 年から 1876 年までのもの併せて 188 冊が奎章閣に所蔵されて現在に伝わってい
る（金炫榮 1999:336.）が、本稿では 1690 年、1720 年、1729/32 年、1783 年、1858
年の戸籍を利用することにする7。 
 韓国第三の大都市大邱の市街地の南には、東から西に山城山（海抜 653 メートル）、ア






て達城郡月背面となった。月背面は 1958 年に一旦大邱市に編入されたが、1963 年にもう
一度達城郡月背面に戻され、大邱市の発展とともに次第に人口が増加して、1979 年に月背
邑に昇格した。その後 1981 年 7 月 1 日に大邱市が直轄市になった時に改めて大邱市南区
に編入され、さらに 1988 年に達西区に編入されて現在に至っている。この間、1963 年に
松峴洞が、また 1973 年には大谷洞が月背面に編入された。松峴洞は朝鮮時代には甘勿川
 
4 この部分は、集落とトバギ集団の持続性（第 1 節および第 2 節 1）と、集団や戸の流動性（第
2 節 2 および第 3 節）の対比のなかに読み取ることができる。 
5 基礎的な戸籍分析作業は 1987 年から 1995 年にかけておこなった。 
6 現地調査は 1996 年から 2004 年にかけておこなった。 







補うために 1720 年の記録を利用した。四方自身がこれら 4 つの式年の戸籍を分析対象とした
のは、他の式年に比べて良い状態で戸籍が残っているという理由があったと考えられる。 
8 19 世紀に入ると、行政単位の名称は坊から面に変更された。 
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月背面地域を考察の対象とする（図 1 参照）。 
 
１．集落と行政単位のレベルでみた地域社会の展開 







遠徳里・桃源里・辰泉里の 7 つの里は全期間を通じて記録されている。 
 月背坊の上仁里・月背里・蔡亭里・遠徳里・桃源里・辰泉里・新基里・五福村という 8
つの里に該当する地名は、1917 年刊の五万分の一の地図に集落の名前として記録されてい










月背坊蔡亭里は、1690 年の戸籍にはみられないが、1720 年から 1958 年まで継続して










 注 図中の網掛けは、それぞれの時期の行政単位の範囲を示す。 
甘泉里   ： 祖岩坊（1732～1783）所属、１９世紀以降、甘勿川坊→城西面所属 
月背面流川洞： 日帝期新設 
松峴洞      ： 甘勿川坊（朝鮮時代） 甘勿川面（旧韓末） 城西面（植民地期～解
放後） 1963 年月背面編入 
大谷洞   ： 仁興坊（朝鮮時代）  仁興面（旧韓末）    花園面（植民地期～解







年の月背里 55 戸中の 23 戸（約 42％）と蔡亭里 24 戸中の 12 戸（50％）、両者合わせて





東北人類学論壇 Tohoku Anthropological Exchange 7 (2008) 
 6
                                                 
1690 年に月背里の戸籍に含まれていたのは、河川を隔てて向かい側にある遠徳里の 57 戸




















 1714 年から 1798 年までの租岩坊の戸籍の最初には甘泉里という里が記録されていた
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洞されたという解釈を支持するように思われる。 


































































1690 年  110 73 28 86  49    50    61 6  463 
1720 年    (31) (55) (24) (60)    53    53 7   
1729 年    39 54 22 573     (479) 
1732 年 7 105 82          
1783 年 3 85 103 68 25 25 59    46    65  5 484 
1858 年  42 177 61 12 13 39    39    36  12 432 
 
註１．禾田里（1690 年）は 1720 年以降は桃源里と記録されている。 
 ２．辰泉里は 1720 年のみ龍泉里と記載されている。 
 ３．1729 年の月背坊の記録は遠徳里第拾二統第二戸で切れており、それ以下の部分が欠
落している。遠徳里の戸数は 57 よりも多かったと想定される。 
 
 以上では朝鮮時代後期を通して、基本的にほぼ一定の集落が持続してきたことを確認し
た。しかし[表 1]に見るとおり、集落毎の規模は相当に変化していた。1690 年から 1858 年
のあいだに、例えば租岩坊二里は 73 戸から 177 戸へと 2.4 倍の増加、月背坊上仁里も
28 戸から 62 戸へと 2.2 倍の増加をみせている。逆に、租岩坊一里は 110 戸から 42 戸へ、




 旧大邱府は、1894 年の甲午改革によって大邱郡となり、ほぼそのままの領域で 1910
年の大邱府に引き継がれた。このとき大邱府を構成していた 29 面 260 洞のうち、月背
地域には次の 2 面 10 洞が含まれていた14。 
                                                  
14 大邱市史編纂委員会編『大邱市史』第一巻、pp.925-927、1995 年。甘泉洞は甘勿川面所属
となっている。 
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  租岩面：上洞、下洞、大泉洞 





















































れる。また 1964 年刊の地図（[地図 2]）によれば、集落の基本的配置にもほとんど変化
がなかったことを確認することができる16。ということは、集落の配置の基本形は朝鮮
時代後期から 20 世紀半ば過ぎまで持続していたということを意味する。 




































ている。1690 年の戸籍に記録された戸首 463 名の年齢は最年長が 93 歳、最年少が 16 歳、
平均 45 歳である。つまり彼らの生まれた年代は 1598 年から 1675 年のあいだで、平均は
1645 年ごろということになる。仮に１世代を 30 年として計算するならば、これらの戸首











受けた。丹陽禹氏以下の 8 つの親族集団は、戸籍のなかでも 1690 年以降継続してその存
在をあとづけることができる。長期的視野において月背地域社会の展開を考察するに際し
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世紀半ば、そして月背への入郷の時期は 15 世紀後半ということになろう。 




樹健 1992、金炫榮 1999 年）、その活動は禹氏一族が月背地域に基盤を固める上での大
きな契機だったと考えられる。 




が 16 戸、租岩坊一里が 8 戸だった。禹氏一族はその後一貫して増加し、1729 年には 31
戸（上仁里 22 戸、一里 7 戸、甘泉里 2 戸）、1783 年には 53 戸（上仁里 44 戸、一里 9








17 秀吉による 1592 年の朝鮮侵略。 
嶋 韓国の地域社会の長期的展開 
 
系譜 1． 1690 年の戸籍に現れる丹陽禹氏親族集団 
入郷祖 
（禹奠）━△━━（△）━成徳━━拜善━┳━△━┳━△━┳━△━━━□△ 一里 19-2 
                   ┃   ┃   ┣━□△ 一里 19-3 
                   ┃   ┃   ┗━□△ 一里 19-1 
                   ┃   ┣━△━━━□△ 上仁里 4-2 
                   ┃   ┣━□△━┳━□△ 上仁里 2-3 
                   ┃   ┃上仁里┗━□△ 上仁里 2-4 
                   ┃   ┃ 2－2  
                   ┃   ┣━△━┳━□△ 上仁里 4-3 
                   ┃   ┃   ┣━□△ 上仁里 4-1 
                   ┃   ┃   ┗━□△ 上仁里 5-4 
                   ┃   ┣━△━┳━□△ 上仁里 3-4 
                   ┃   ┃   ┣━□△ 上仁里 3-2 
                   ┃   ┃   ┣━□△ 上仁里 2-1 
                   ┃   ┃   ┗━□△ 上仁里 1-4 
                   ┃   ┣━△━━━□△ 上仁里 1-6 
                   ┃   ┣━△━┳━□△ 上仁里 1-2  
                   ┃   ┃   ┗━□△ 上仁里 1-3 
                   ┃   ┗━□△ 上仁里 3-1 
                   ┗━△━┳━△━┳━□△ 一里 20-5 
                       ┃   ┗━□△ 一里 20-1 
                       ┣━△━━━▲ 
                       ┃     ∥ 
                       ┃     □○ 一里 20-4 
                       ┣━△━┳━□△ 一里 20-2 
                       ┃   ┗━□△ 一里 20-3 
                       ┗━△━━━□△ 上仁里 4-5 
（（禹奠━━━△━━━△）の部分は族譜による。） 









判明する最年長者（第 21 世 崔尚日 69 歳、壬戌＝1622 年生）から逆算すると、入郷の
時期（6 世代前）は丹陽禹氏とほぼ同じ 15 世紀後半と推定される。しかし慶州崔氏の場合
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18 宣武原従功臣とは、壬辰倭乱に際して何らかの功を立てた人に与えられた称号。 
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も、戸数が増加して集団化するのは 1690 年の戸籍で戸首として記録されていた人々の世
代からである。 
 1690 年に 17 戸の規模（一里 15 戸、二里・遠徳里各 1 戸）だったこの親族集団は、1729/32
年に 26 戸（一里 19 戸、二里 5 戸、甘泉里・遠徳里各 1 戸）、1783 年には 35 戸（一里
19 戸、二里 16 戸）と最大の規模に達した。居住地は当初は一里だったが、次第に二里に
住む戸の比重が増していったことがうかがわれる。その後何らかの事情によって転出傾向
に転じたため、1858 年には 14 戸（一里 5 戸、二里 9 戸）に減少し、1970 年代までに全
ての戸が月背地域から転出するにいたった（[表２]では慶州崔氏 A と表示）。 
 
系譜２． 1690 年の戸籍に現れる慶州崔氏親族集団 
入郷祖 
 （崔聖禧━△━━━△━┳）Ａ━━△━━┳━□△━━━□△ 一里 4-1 
            ┃       ┃一里 4-2 
            ┃       ┣━△━━━□△ 一里 3-5 
            ┃       ┣━△━┳━□△ 一里 2-2 
            ┃       ┃   ┗━□△ 一里 2-3 
            ┃       ┣━□△━━━□△ 一里 4-5 
            ┃       ┃一里 3-3 
            ┃       ┗━△━┳━□△ 遠徳里 3-5 
            ┃           ┗━□△ 一里 3-1 
            ┗）Ｂ━┳△━━┳━□△━━━□△ 一里 12-4 
                ┃   ┃一里 12-3 
                ┃   ┣━□△━┳━□△ 一里 5-1 
                ┃   ┃一里 ┗━□△ 一里 2-1 
                ┃   ┃ 1-5  
                ┃   ┣━□△ 二里 5-2 
                ┃   ┗━□△ 一里 6-3 
                ┗△━━━━△━━━□△ 一里 2-4 
 
       （崔聖禧━△━━━△━┳）の部分は族譜による。 
星州李氏（月岩洞） 租岩坊二里の星州李氏がこの地域に入郷したのは壬辰倭乱に先立つ




郷祖の孫・曾孫の世代の人々である。1690 年当時は 10 戸（全て二里）だったが、1732
年には 21 戸（二里 19 戸、一里 2 戸）、1783 年には 22 戸（二里 19 戸、一里 3 戸）、そ
して 1858 年には 39 戸（全て二里）に拡大し、19 世紀後半の時点では租岩・月背地域で
 16
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丹陽禹氏に次ぐ規模の集団をなすにいたった（[表２]では星州李氏 A と表示）。 
 1990 年代半ばには、月岩洞・大泉洞一帯に住む星州李氏はおよそ 80 世帯ということだ
った。現在の子孫たちは、入郷祖の 12～14 世孫にあたる。 
 
系譜３． 1690 年の戸籍に現れる星州李氏親族集団 
入郷祖 
  李彦祥━┳━△━┳━△━┳━□△ 二里 4-4 
      ┃   ┃   ┗━□△ 二里 8-1 
      ┃   ┣━△━┳━□△ 二里 4-5 
      ┃   ┃    ┗━□△ 二里 5-1 
┃   ┗━□△ 二里 8-2 
      ┣━△━┳━□△ 二里 9-3 
      ┃   ┗━△━━━□△ 二里 9-4 
      ┗━△━┳━△━━━□△ 二里 8-3 
          ┣━□△ 二里 10-3 









は 1690 年に 8 戸、1732 年に 14 戸、1783 年に 17 戸、1858 年に 35 戸と順調に拡大して
いった。1858 年に 3 戸が一里に居住していた他は、全て二里の居住である。1990 年代の
月岩洞居住者はおよそ 30 世帯である。 
系譜４． 1690 年の戸籍に現れる咸安趙氏親族集団 
入郷祖 
趙得道━┳━△━┳━△━━━□△ 二里 2-1 
┃   ┣━△━━━□△ 二里 2-3 
┃   ┣━△━━━□△ 二里 3-1 
┃   ┣━△━━━□△ 二里 2-2 
┃   ┗━□△ 二里 2-4 
┗━△━┳━△━━━□△ 二里 2-5 
    ┣━□△ 二里 3-2 














 系譜５． 1690 年の戸籍に現れる星山全氏親族集団 
入郷祖           
（全輪━━━△━━━△━━）應老━┳━克立━┳━□△━┳━□△ 月背里 12-1 
                 ┃    ┃月背里┗━□△ 月背里 16-3 
                 ┃    ┃ 11-4 
                 ┃    ┗━□△━━━□△ 月背里 12-3 
                 ┃     月背里 12-2 
                 ┗━△━━┳━△━┳━□△ 月背里 10-5 
                      ┃   ┗━□△ 月背里 11-3 
                      ┗━△━━━□△ 月背里 11-2 
 
            （全輪━━━△━━━△━━）の部分は族譜による。 
 星山全氏(戸籍では星州全氏と記録されている)の入郷祖は第 30 世 全輪 と伝えられ
ている。その曾孫 應老 が壬辰倭乱当時の人物であるから20、星山全氏の入郷時期はそ
れより三世代前、すなわち 15 世紀末ごろと推定されるが、子孫の数が増えるのは應老の
二人の子の世代以降であり、はやり壬辰倭乱の後である。戸籍には、1690 年に 8 戸（全
て月背里）、1720 年に 10 戸（蔡亭里・遠徳里各 5 戸）、1729 年に 9 戸（蔡亭里 3、遠
徳里 6）、1783 年に 6 戸（全て遠徳里）、そして 1858 年に 16 戸（遠徳里 14、上仁里・
二里各 1）が収録されている。月背里に入郷したのち、18 世紀以後に川向かいの遠徳里に
中心地を移してきたものと理解できる。戸数は時期によって増減がみられる。現在まで遠
徳に住み続けているのは、應老の長男 克立 の四人の孫の子孫たちで、入郷祖 輪 の
16 代孫前後の世代の人々ある。解放直後には全氏一族の 30 世帯以上が遠徳に住んでいた
が、現在は 15 世帯ほどに減っているという。入郷祖から 6 代目（克立の子の世代）まで
の時享祭は大宗中で行い、克立の孫以下の世代の祖先の祭はそれぞれの小宗中が担当して





                                                  










と蔡亭里が分洞された後の 1720 年には、蔡亭里に 4 戸、遠徳里に 4 戸が記録されている
が、1729 年には蔡亭里に 6 戸、遠徳里に 1 戸であり、1783 年には 11 戸（すべて蔡亭里）、
1858 年には 6 戸（同じくすべて蔡亭里）となっている。植民地支配からの解放後には 14
～15 世帯程度が住んでいたという。孫氏一族は 18 世紀初頭に一時期遠徳里側に住んだ時
期を除いては、基本的に蔡亭里の場所に住み続けたものと理解される。現在住んでいる人々
は入郷祖の 10 代孫以下の世代である。 
 系譜６． 1690 年の戸籍に現れる密陽孫氏親族集団 
  入郷祖 
  孫克龍━┳━□△ 月背里 14-5 
      ┣━□△━━━□△ 月背里 13-5 
      ┃ 月背里 13-4 
      ┣━□△ 月背里 14-4 
      ┣━□△ 月背里 14-2 











戸首とする 12 戸、1720 年には 17 戸、1783 年に 13 戸、そして 1858 年には 6 戸が記録
されている。全て禾田里／桃源里居住である。1858 年に集団の規模が縮小しているが、こ
れは集団の一部が他出したためではないかと考えられる。現在桃源洞に居住するのは入郷
祖の 13～14 世孫の世代の人々で、入郷祖の孫の世代で三つの派に分かれている。2004 年
現在で桃源洞に居住している密陽朴氏は 25 世帯である（[表 2]では密陽朴氏 C と表示）。 
系譜７． 1690 年の戸籍に現れる密陽孫氏親族集団 
  入郷祖 
  朴敏豪━┳━□△━┳━□△━━━□△ 禾田里９－３ 
      ┃禾田里┃禾田里 
      ┃７－５┃２－５ 
      ┃   ┣━□△ 禾田里４－１ 
      ┃   ┣━□△ 禾田里６－５ 
      ┃   ┣━□△ 禾田里４－２ 
      ┃   ┗━□△ 禾田里３－５ 
      ┣━△━┳━△━━□△ 禾田里９－１ 
      ┃   ┗━□△ 禾田里２－４ 
      ┣━△━━━△━━━□△ 禾田里８－４ 
      ┗━△━━━□△ 禾田里３－３ 
 
 
高霊金氏（桃源洞） 高霊金氏の入郷祖 金永立 の妻は密陽朴氏の入郷祖 敏豪 の娘
であるから、その入郷時期は壬辰倭乱の直後であったと推定される。現在の子孫は入郷祖
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系譜８． 1690 年の戸籍に現れる高霊金氏親族集団 
       入郷祖 
△━┳━金永立━┳━□△ 禾田里 5-4 
  ┃     ┣━□△ 禾田里 5-3 
  ┃     ┗━□△ 禾田里 5-2 








は 17 世帯になっている。 
 
 以上の 8 集団は、いずれも 17 世紀初頭あるいはそれ以前から長期にわたって月背地域
に居住し続けてきた地付きの集団であり、その意味で地域社会の持続性を代表する存在で






 前節では 20 世紀末の時点において月背地域でトバギと見なされていた集団の来歴を検
討した。しかし戸籍を通して月背地域に存在したことが確認できる親族集団は、これらだ
けではない。[表 2] は、戸籍を分析した 5 つの時期のいずれかにおいて 6 戸以上の規模を
有していた親族集団（総数 29）をリストアップし、その規模の変動を記したものであるが、
その動向に目をむけると、集団の消長の激しさが浮かび上がる。 
 1690 年に 6 戸以上の規模を有していた集団は 18 集団あった。その中には前節で検討し
た 8 集団のうちの高霊金氏を除く 7 集団が含まれており、中でも上仁里の丹陽禹氏、一里
の慶州崔氏（慶州崔氏 A）、禾田里の密陽朴氏（密陽朴氏 C）、二里の星州李氏（星州李
氏 A）の四集団は上位五集団の中に入っていた。しかし二里の咸安趙氏（8 戸）、月背里
の星州全氏（8 戸）および密陽孫氏（6 戸）は 6～9 戸規模で並んでいた 13 集団の中の一
部であり、高霊金氏の祖先たちはまだ 4 戸という小さな規模に過ぎなかった。 
一里の慶州崔氏は壬辰倭乱のころには既に[系譜 2]の A、B の二つの戸があった可能性が
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 系譜９． 戸籍から復元する月背里 金海金氏集団（金海金氏 B）の系譜と消長 
 鎰━━君卜━貴世━┳士龍━━汝寛━┳時彦━━日邦 
          ┃       ┣碩敏 
          ┃       ┣儀哲 
          ┃       ┗石鉄 
          ┣天乙━┳克光━┳宗湖━┳以元 
          ┃   ┃   ┃   ┗以信━━世永 
          ┃   ┃   ┗湖楫━┳貴方━━萬己 
          ┃   ┃       ┗先江━━萬乞 
          ┃   ┣守立━┳湖傑━━汝業    
          ┃   ┃   ┗湖江 
          ┃   ┣守鱗━┳湖船━┳鉄俊━┳進成 
          ┃   ┃   ┃   ┃   ┗進彦 
          ┃   ┃   ┃   ┣鉄柱（系出） 
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          ┃   ┃   ┃   ┣鉄興━┳汝徳 
          ┃   ┃   ┃   ┃   ┣汝淑━┳中起 
          ┃   ┃   ┃   ┃   ┃   ┗仲才━━進江 
          ┃   ┃   ┃   ┃   ┗汝俊━━萬三 
          ┃   ┃   ┃   ┣成海 
          ┃   ┃   ┃   ┃ ∥？ 
          ┃   ┃   ┃   ┗成元━━呂化━━順三 
          ┃   ┃   ┗湖尚━━哲京━━夏鼎 
          ┃   ┣起榮━┳湖明━━仁巾 
          ┃   ┃   ┣湖星 
          ┃   ┃   ┣胡昌━━太白 
          ┃   ┃   ┣甫元 
          ┃   ┃   ┗末龍 
          ┃   ┗守陽━━鉄柱（系子） 
          ┗泗明━┳庭敏━┳漢迪 
              ┃   ┣永迪 
              ┃   ┗仁迪 
              ┗廷老━┳漢哲━┳成甲 
                  ┃   ┣應甲 
                  ┃   ┣仲甲 
                  ┃   ┗萬甲━┳儀化 
                  ┃       ┗聖□ 
                  ┗漢冑━━起甲 
                   ∥ 
                   李氏 
  
図中、網掛けのあるのは、いずれかの時期に戸首として記録されている者である。 
 1690 年の戸首中、最年長者は守陽（貴世の孫、76 歳）、次いで宗湖（貴世の曾孫）であり、




 最も世代の高い泗明の系譜によってその祖先の職役を見ると、曾祖 鎰（正兵）、祖 君卜
（折衝将軍僉知中枢府事）、父 貴世（展力副尉兼司僕）、泗明本人は府案付砲保である。泗










  系譜 9 に表れる戸首名と各期の戸の対応 
 
 
  戸首名 Ⅰ期(1690) Ⅱa 期(1720) Ⅱb 期(1729) Ⅲ期(1783) 
 
日邦    月背里 8-3 
    碩敏  月背里 6-3 
  儀哲  月背里 17-1 月背里 1-1  月背里 1-1 
  石鉄  月背里 6-1 
  宗湖  月背里 1-3 
  以元  月背里 1-4 
  以信       月背里 2-5 
  世永               月背里 2-2 
  湖楫  月背里 2-1 月背里 4-2 
  貴方  月背里 3-5 
  萬己        月背里 5-3  月背里 4-3 
先江  月背里 17-5 
萬乞        月背里 2-1  月背里 1-4 
湖傑  月背里 5-3 
汝業  月背里 17-6 
湖江  月背里 8-2 
鉄俊  月背里 2-4 
進成        月背里 4-1 
進彦               月背里 3-1 
鉄興  月背里 1-2 月背里 3-1  月背里 2-3 
汝徳        月背里 6-3  月背里 5-3 
汝淑               月背里 11-1 
中起                        月背里 5-2 
進江                        月背里 2-4 
萬三                        蔡亭里 5-3 
成海        月背里 2-4 
順三                        月背里 1-1 
湖尚  月背里 2-3 
哲京        月背里 4-5  月背里 3-5 
夏鼎               月背里 9-4 
湖明  月背里 6-5 月背里 7-3 
仁巾               月背里 1-2 
湖星  月背里 6-2 
太白        月背里 8-3  月背里 10-2 
甫元  月背里 7-1 
末龍  月背里 7-2 月背里 8-1  月背里 6-4 
守陽  月背里 2-5 
鉄柱  月背里 2-2 月背里 4-4  月背里 5-1 
泗明  月背里 5-4 
庭敏  月背里 6-4 
漢迪        月背里 10-3 月背里 8-2 
永迪        月背里 1-2 
仁迪        月背里 3-2 
成甲        月背里 1-5  月背里 1-3 
應甲               月背里 1-5 
仲甲        月背里 10-1 月背里 8-1 
萬甲                月背里 10-5 
儀化                        月背里 4-4 
聖□                        月背里 2-2 
漢冑        月背里 2-3 
李氏                月背里 11-3 
起甲                月背里 2-1 
 
 





これらの 18 集団のうち、遠徳里の金海金氏 C（8 戸）は早くも 1729 年には姿を消し、
二里の達城徐氏（6 戸）も 1783 年には消滅している。そして 1690 年には 23 戸で丹陽禹
氏に次ぐ規模をもっていた月背里の金海金氏（金海金氏 B）を含む 6 つの集団 － 金海金
氏Ｂ、大邱白氏（遠徳里 9 戸）、竹山宋氏（二里 9 戸）、南平張氏（辰泉里 8 戸）、
星州李氏 C（二里 6 戸）、永川李氏（禾田里 6 戸） － は 1858 年には 1 戸も残ってお
らず、この他にも辰泉里の慶州崔氏 E（9 戸から 3 戸に）、二里の星州李氏 B（9 戸から 1
戸に）、一里の晋州姜氏（6 戸から 1 戸に）も大幅に戸数を減らしていた。1690 年時点で
丹陽禹氏に次ぐ規模を有していた月背里の金海金氏の消長については、[系譜９]の通りで
ある。 
 他方、1690 年以後に 6 戸以上の規模に成長した 10 集団のうち、1858 年に 6 戸以上の
規模を維持していたのは桃源洞の高霊金氏（10 戸）と一里の大丘徐氏（9 戸）および清州
韓氏（8 戸）だけである。 





いたのが 7 集団だったということは、1858 年の 12 集団のうち祖岩坊の慶州崔氏を含む 5
集団がその後 130 年の間に月背地域から姿を消してしまったということなのである。 
 
３．戸のレベルにおける持続性と流動性 － 朝鮮時代 －  
 











れるかを検討する。[表１] に示したように、Ⅱ期と呼ぶことにした 18 世紀前半には対象
地域全体の戸籍がそろっている年代がない。そこで、租岩坊甘泉里・一里・二里について
は 1732 年、月背坊上仁里・月背里・蔡亭里・遠徳里については 1729 年、そして月背坊桃
源里・辰泉里・五福村については 1720 年の記録を用いることにした。このようにⅡ期の















 親族集団規模： A 31 戸以上 
         B 21 - 30 戸 
 
21 17 世紀末～18 世紀前半においては、成人した息子は独立の戸を立てる傾向が強く、両親と
同居を続けるのは末子である確立が高かった。ただしこれは統計的な傾向であって、末子相続
というような規範があったわけではない。長男夫婦が両親と同居し、次男以下が分出するとい
うパターンが現れるのは、月背地域の場合、18 世紀後半以降である。（拙稿 2004） 
22 それぞれの戸がいずれかの子に継承されて持続したかどうかを論じるためには 3 年ごとに
作成される戸籍を連続的に検討して確認する必要がある。 
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         C 11 - 20 戸 
         D  6 - 20 戸 
         E  2 -  5 戸 








１])。Ⅱ期の総戸数 479 戸のうち、その父系祖先をⅠ期（30～42 年前）の戸籍のなかに確
認できるものは 269 戸（56.2%）である。次のⅢ期の 484 戸中でⅡ期（51～63 年前）に





できない戸）を除外するとしても、151 戸（31.5%）は確実にⅠ期以来 30～42 年間に租岩
坊・月背坊以外の地域から転入して来た戸である。祖先不明戸を加えれば、転入戸は最大
で 43.8%に達する。同様に、Ⅲ期の 484 戸のうち先立つ 63～51 年間の転入戸は少なく
とも 185 戸（38.2%）、最大では 235 戸（48.6%）であり、Ⅳ期の 432 戸のうち最低 215
































A 31 27 1 87.1%       
B 68 66 0 97.1%    
C 57 53 0 93.0%    
D 55 51 0 92.7%    
E 101 58 0 57.4%    
単 122 14 13 11.5%    
不明 45  45 0.0%    
Ⅱ
期 479
全体 479 269 59 56.2% 152 24 31.7% 
          
A 88 78 0 88.6%       
B 23 20 0 87.0%    
C 72 67 1 93.1%    
D 44 37 0 84.1%    
E 84 40 1 47.6%    
単 129 7 4 5.4%    
不明 44  44 0.0%    
Ⅲ
期 484
全体 484 249 50 51.4% 185 16 38.2% 
          
A 133 115 0 86.5%       
B 0  0 0.0%    
C 31 25 0 80.6%    
D 37 33 0 89.2%    
E 103 22 0 21.4%    
単 115 9 0 7.8%    
不明 13  13 0.0%    
Ⅳ
期 432





















の 484 戸のうち 1858
年にまだ子孫が残って


















A 0       
B 47 33 0 70.2% 
C 29 21 0 72.4% 
D 108 60 0 55.6% 
E 145 51 0 35.2% 
単 125 8 6 6.4% 
不明 9  9 0.0% 
Ⅰ期 463 
全体 463 173 15 37.4% 
       
A 31 21 1 67.7% 
B 68 24 0 35.3% 
C 57 29 0 50.9% 
D 55 19 0 34.5% 
E 101 23 0 22.8% 
単 122 5 11 4.1% 
不明 45  45 0.0% 
Ⅱ期 479 
全体 479 121 57 25.3% 
       
A 88 37 0 42.0% 
B 23 8 0 34.8% 
C 72 22 0 30.6% 
D 44 7 0 15.9% 
E 84 14 0 16.7% 
単 129 6 3 4.7% 
不明 44  44 0.0% 
Ⅲ期 484 
全体 484 94 47 19.4% 
子孫の側から見たときと祖先の側から見たときの残存率の差は、規模の大きな親族集団
に属する戸でも同一地域内に子孫を残すことのできなかったものが多かったことに起因す
る。例えば 1783 年に規模A（31 戸以上）の親族集団に属していた 88 戸のうちでも、75
年後の 1858 年まで直系の子孫23を残したのは 37 戸（42%）に過ぎなかった。 
































 韓国の親族制度史に関するこれまでの研究によって、17 世紀後半から 18 世紀にかけて
の時期は、相続制度における子女均分制から長男優待男子不均等相続制への転換、系譜認
 
ける patri-lineal descendants を指す。 
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24 儒教式の祖先祭祀には、このほかに 4 世代以内の祖先の命日に行う忌祭祀と、同じく 4 世代
以内の祖先全体に対して一年に何度かの名節のおりに行う茶礼がある。 





































26 都市化による変化の様相については、拙稿 2002 参照。 
27 唯一の例外は集団全体が転出してしまった祖岩坊の慶州崔氏の場合で、[系譜２]のＡの後孫
は 18 世紀中期以降に慶尚南道慶州地方に転出し、また B の後孫の一部は 19 世紀前半から中期
にかけて忠清南道唐津地方に転出したことが伝えられていた。 
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29 川島 1974 はその視点から族譜に注目した早期の研究の例である。筆者が族譜を用いて氏
族制度の展開を考察した際にも、最初に手がかりを求めたのは墓の位置に関する情報だった（拙
稿 1987、1998）。  
30 全羅南道の青山洞（仮称）という村（世帯総数 62）には、その村を中心地（拠点）とする












































31 菅原 2006 は、農村地域で移動しながら農業を営んできたある家族のライフヒストリーを
描いており、貴重な報告である。 
32 拙稿 1997a。このときの分析には 1720 年の戸籍を含まず、また全時期に渡って辰泉里・
五福村・新基里も分析範囲に入っていないという限界がある。 
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33 拙稿 1996b、pp.103-4 は、後に青山洞の一部に組み込まれることになった東山村（仮称）
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